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午前１０時０１分 開 会

○議長（三浦利通君） 皆さん、おはようございます。これより、平成２９年１２月定

例会を開会いたします。

当局から例月現金出納検査結果報告書及び男鹿市財政に関する報告書の送付があり

ましたので、ご配付いたしております。

なお、諸般の報告は、朗読を省略いたします。

○議長（三浦利通君） ただちに本日の会議を開きます。本日の議事は、議事日程第１

号をもって進めます。

日程第１ 会期の決定

○議長（三浦利通君） 日程第１、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。本定例会の会期は、本日から１８日までの１５日間といたした

いと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（三浦利通君） ご異議なしと認めます。よって、会期は１５日間と決定いたし

ました。

日程第２ 会議録署名議員の指名

○議長（三浦利通君） 日程第２、会議録署名議員の指名を行います。

１６番小松穂積君、１７番土井文彦君を指名いたします。

日程第３ 議案第９４号から第１１３号までを一括上程

○議長（三浦利通君） 日程第３、議案第９４号から第１１３号までを一括して議題と

いたします。

職員に議案を朗読させます。

【職員朗読】

議案第 ９４号 男鹿市過疎地域自立促進基金条例の制定について
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議案第 ９５号 男鹿市教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例の制定に

ついて

議案第 ９６号 男鹿市行政組織条例及び男鹿市福祉事務所設置条例の一部を改正

する条例について

議案第 ９７号 男鹿市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例につ

いて

議案第 ９８号 男鹿市立保育園の指定管理者の指定について

議案第 ９９号 男鹿市複合観光施設の指定管理者の指定について

議案第１００号 男鹿温泉交流会館五風の指定管理者の指定について

議案第１０１号 男鹿市過疎地域自立促進計画の変更について

議案第１０２号 男鹿市農業集落排水事業建設改良積立金及び利益積立金の目的外

使用について

議案第１０３号 平成２９年度男鹿市一般会計補正予算（第７号）について

議案第１０４号 平成２９年度男鹿市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）に

ついて

議案第１０５号 平成２９年度男鹿市診療所特別会計補正予算（第１号）について

議案第１０６号 平成２９年度男鹿市介護保険特別会計補正予算（第２号）につい

て

議案第１０７号 平成２９年度男鹿市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

について

議案第１０８号 平成２９年度男鹿みなと市民病院事業会計補正予算（第１号）に

ついて

議案第１０９号 平成２９年度男鹿市上水道事業会計補正予算（第２号）について

議案第１１０号 平成２９年度男鹿市ガス事業会計補正予算（第２号）について

議案第１１１号 平成２９年度男鹿市下水道事業会計補正予算（第２号）について

議案第１１２号 平成２９年度男鹿市農業集落排水事業会計補正予算（第１号）に

ついて

議案第１１３号 平成２９年度男鹿市漁業集落排水事業会計補正予算（第１号）に

ついて
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○議長（三浦利通君） 提案理由の説明を求めます。菅原市長

【市長 菅原広二君 登壇】

○市長（菅原広二君） 皆さん、おはようございます。

本日、平成２９年１２月定例会を招集し、諸議案のご審議をお願いするものであり

ますが、提出議案の説明に先立ちまして、市政に係る諸般の報告を申し上げます。

まず、株式会社ドリームリンクとの「パートナー市町村連携協定」の締結について

であります。

今月１日、秋田県庁内において、本市の農水産物などの取扱いや観光、文化、イ

ベント等の情報を発信し、本市の地域活性化を図ることを目的として、株式会社ド

リームリンクとの間で「パートナー市町村連携協定」の締結式を行いました。

ドリームリンク社では、今月１３日にＪＲ秋田駅前にオープン予定の「秋田番屋酒

場」において、男鹿市の食材や郷土料理を活用したメニューを取り入れて本市の食を

ＰＲするほか、男鹿の情報発信などについて相互に連携した取り組みを実施すること

としております。

本市におきましても、男鹿産の新鮮な魚介類や農産物の美味しさをお客様に知って

いただくことで男鹿産品の販路拡大につながるとともに、男鹿への観光誘客効果も期

待できることから、今後、積極的に連携を進めてまいります。

次に、木造船の漂着についてであります。

先月２６日に、宮沢海水浴場の波打ち際に国籍不明の木造船が漂着し、翌日、秋田

海上保安部が船内を調査したところ、身元不明の８人の遺体が確認されております。

木造船の今後の処理について県と協議した結果、県で撤去後、市が一般廃棄物とし

て処理することとしておりますが、船内には燃料油が混入した海水があり、直ちに処

理する必要があることから、除去費用については市が予備費で対応しております。

なお、遺体については、市で火葬いたしております。

次に、第３０回秋田船方節全国大会についてであります。

先月１９日に、男鹿市民文化会館を会場に開催し、市内外から約４００人のご来場

がありました。

今大会では、４部門で総勢１０７名のエントリーがあり、熟年の部で北浦の猿田茂
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雄さんが最優秀賞並びに厚生労働大臣賞を、年少者一部で北陽小学校３年の伊藤泉美

さんが最優秀賞を、それぞれ受賞いたしました。

秋田船方節は、民謡王国秋田県を代表する唄であり、これを末永く後世に伝承すべ

く、今後とも大会を盛り上げてまいります。

次に、市内小・中学生の活動についてであります。

１０月１５日に大阪府堺市で開催された第１４回全日本中学生女子相撲大会におい

て、潟西中学校３年の石川乃愛さんが中量級で第２位となりました。

次に、第４８回東北地区子ども会育成研究協議会秋田大会についてであります。

本大会は、先月１１日から１２日の２日間、「子ども会と地域の連携による明るい

まちづくり」をテーマとして、男鹿温泉郷を会場に、東北各県から１５８名が参加し

開催されました。

オープニングセレモニーでは、男鹿子ども民謡教室による活動発表があり、基調講

演に続き、「子ども会活動と地域の連携」など三つの部門協議が行われ、各地域での

取り組みの報告や今後の活動について協議が行われました。

次に、観光の状況についてであります。

本年８月から１０月における観光客の日帰り客数は、８月が４７万７千７５人、９

月が１５万８千２４２人、１０月が１５万１千２１３人で、昨年同期と比較して８月

が１．６パーセント減、９月が５．８パーセント減、１０月が２．９パーセントの減

となっております。

また、宿泊客数は、８月が１万８千６１人、９月が１万４千８２２人、１０月が１

万５千７４１人で、昨年同期と比較して８月が８．５パーセントの減、９月が１．８

パーセントの増、１０月が１０．３パーセントの増となっております。

８月の日帰り客数は、主要観光施設等への入り込み数は比較的好調でありました

が、８月２４日の豪雨被害以降の出足が鈍ったことにより、全体の入り込み数が落ち

込んだものと考えております。

また、９月に関しては、「ねんりんピック秋田２０１７」により、宿泊客数の伸び

が見られたところでありますが、大会スケジュール上、選手団の市内観光が多くな

かったことが日帰り客数の伸び悩みにつながったものと考えております。

なお、１０月に関しては、日帰り客数の落ち込みがあるものの、ジオパーク全国大
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会の開催や台湾からのチャーター便などにより、外国人観光客の来訪がふえているこ

とが宿泊客数の増加につながった要因であると認識しております。

次に、雇用情勢についてであります。

本年１０月末現在の秋田県の有効求人倍率は１．３９倍となっております。

ハローワーク男鹿管内の有効求人倍率は１．０９倍となっており、昨年同期と比較

して０．３１ポイントの増、前月と比較して０．１１ポイント増加しております。

次に、農業の状況についてであります。

水稲は、出穂期以降、気温が平年並みに推移したことで、本市を含む県中央の作況

指数は、１０１の「平年並み」となっております。

本年産米の出荷価格は、全国的に過剰作付けが解消されたことから、昨年よりさら

に上向き傾向にあります。

ＪＡ秋田みなみや主食集荷業者によりますと、主食用米の買い入れ状況は、出荷契

約数量１６万６千俵に対し、１１月末現在の買い入れ数量は１７万１千俵となってお

ります。

メロンは、販売単価は前年並みであったものの、出荷数量が前年を下回り、販売金

額は前年対比８３．６パーセントの１億５千６００万円となっております。

和梨は、６月の低温や干ばつの影響により、果実が小玉傾向となったことから、出

荷数量は計画を２２．５パーセント下回る結果となっております。

転作大豆は、刈り取り作業が終了し、現在、選別作業を進めているところでありま

す。

また、秋田県タバコ耕作組合によりますと、葉たばこは、今月５日から出荷が始ま

る予定であり、収量、品質とも前年をやや下回る見込みと伺っております。

次に、漁業の状況についてであります。

秋田県漁業協同組合によりますと、本年１月から１０月までの漁獲量は２千８８９

トン、漁獲金額は９億７千８６５万円で、昨年同期と比較し、漁獲量で４０２トン、

１２パーセントの減、漁獲金額では６千２４５万円、６パーセントの減となっており

ます。

また、ことしのハタハタの沖合底引き網漁は、９月２４日に初水揚げがあり、１１

月３０日現在の漁獲量は５４トンとなっております。
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以上で、諸般の報告を終わり、次に、提案理由のご説明を申し上げます。

まず、議案第９４号男鹿市過疎地域自立促進基金条例の制定については、過疎地域

自立促進特別措置法に規定する過疎地域自立促進特別事業に要する経費に充てること

を目的として、男鹿市過疎地域自立促進基金を設置するため、本条例を制定するもの

であります。

次に、議案第９５号男鹿市教育委員に関する事務の職務権限の特例に関する条例の

制定については、教育委員会の職務権限に属する事務のうち、スポーツ及び文化に関

する事務を市長が管理し、及び執行するため、本条例を制定するものであります。

次に、議案第９６号男鹿市行政組織条例及び男鹿市福祉事務所設置条例の一部を改

正する条例については、組織機構の見直しに伴い、観光文化スポーツ部を新設すると

ともに、福祉事務所に課を設置するため、各条例の一部を改正するものであります。

次に、議案第９７号男鹿市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例に

ついては、国及び県に準じて、再度の育児休業等をすることができる特別の事情を改

めるため、本条例の一部を改正するものであります。

次に、議案第９８号から議案第１００号までの指定管理者の指定についてでありま

す。

本３件は、男鹿市立保育園、男鹿市複合観光施設及び男鹿温泉交流会館五風につい

て、それぞれ指定管理者を指定するものであります。

次に、議案第１０１号男鹿市過疎地域自立促進計画の変更については、男鹿市過疎

地域自立促進計画の第６教育の振興において、新たに過疎地域自立促進特別事業に関

する計画を加えるとともに、各事業計画に公共施設等の維持補修・管理事業及び基金

積立などを加えるものであります。

次に、議案第１０２号男鹿市農業集落排水事業建設改良積立金及び利益積立金の目

的外使用については、男鹿市農業集落排水事業において、建設改良積立金１３０万５

千円及び利益積立金１千４２９万８千２４０円を企業債償還金に使用するものであり

ます。

次に、議案第１０３号平成２９年度男鹿市一般会計補正予算第７号については、過

疎地域自立促進基金積立金、道徳教科に伴う指導資料整備費のほか、職員の異動調整

等による人件費などを措置したもので、歳入歳出それぞれ４億１千１５０万円を追加
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し、補正後の予算総額を１６９億３２０万円とするものであります。

次に、議案第１０４号から議案第１０７号までの各特別会計の補正予算についてで

あります。

本４件は、職員の異動調整による人件費などを措置したものであります。

議案第１０４号平成２９年度男鹿市国民健康保険特別会計補正予算第２号について

は、歳入歳出それぞれ１９４万円を追加し、補正後の予算総額を４８億６千２０６万

７千円とするものであります。

議案第１０５号平成２９年度男鹿市診療所特別会計補正予算第１号については、歳

入歳出それぞれ７３万１千円を減額し、補正後の予算総額を２千３６７万４千円とす

るものであります。

議案第１０６号平成２９年度男鹿市介護保険特別会計補正予算第２号については、

保険事業勘定において、歳入歳出それぞれ６千４９９万３千円を追加し、補正後の予

算総額を５１億８千６８５万４千円とするものであります。

また、介護サービス事業勘定において、歳入歳出それぞれ５８万４千円を追加し、

補正後の予算総額を５２７万８千円とするものであります。

議案第１０７号平成２９年度男鹿市後期高齢者医療特別会計補正予算第２号につい

ては、歳入歳出それぞれ２８９万５千円を追加し、補正後の予算総額を３億４千６０

６万１千円とするものであります。

次に、議案第１０８号平成２９年度男鹿みなと市民病院事業会計補正予算第１号に

ついては、入院外来収益及び経常経費並びに資本関係費の見直しを図ったもので、収

益的収支の収入で２千９９２万９千円の減額、支出で１千７９８万円の減額、資本的

収支の収入で２千８５５万９千円の増額、支出で２千４０６万円の増額を見込んだも

のであります。

次に、議案第１０９号から議案第１１３号までの各事業会計の補正予算についてで

あります。

本５件は、収支全般の見直しを図ったほか、職員の異動調整等による人件費を措置

したものであります。

議案第１０９号平成２９年度男鹿市上水道事業会計補正予算第２号については、収

益的収支の収入で１千３１３万９千円の増額、支出で６０９万４千円の増額、資本的
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収支の収入で１千８７１万８千円の減額、支出で３千５４８万８千円の減額を見込ん

だものであります。

議案第１１０号平成２９年度男鹿市ガス事業会計補正予算第２号については、収益

的収支の収入で１千６９５万５千円の減額、支出で６９４万９千円の減額、資本的収

支の収入で２５０万２千円の減額、支出で８万２千円の減額を見込んだものでありま

す。

議案第１１１号平成２９年度男鹿市下水道事業会計補正予算第２号については、収

益的収支の収入で１１７万４千円の増額、支出で１千３９２万７千円の減額、資本的

収支の収入で３千３７９万１千円の減額、支出で３千７７６万１千円の減額を見込ん

だものであります。

議案第１１２号平成２９年度男鹿市農業集落排水事業会計補正予算第１号について

は、収益的収支の支出で１０７万１千円の減額、資本的収支の支出で５０万円の減額

を見込んだものであります。

議案第１１３号平成２９年度男鹿市漁業集落排水事業会計補正予算第１号について

は、収益的収支の支出で１６６万４千円の減額、資本的収支の支出で５０万円の減額

を見込んだものであります。

以上、提出議案の概要についてご説明を申し上げましたが、よろしくご審議の上、

ご可決賜りますよう、よろしくお願いします。

（「議長、暫時休憩してください。」と言う者あり）

○議長（三浦利通君） 暫時休憩いたします。

午前１０時２５分 休 憩

午前１０時２６分 再 開

○議長（三浦利通君） 再開いたします。

市長

【市長 菅原広二君 登壇】

○市長（菅原広二君） 大変失礼しました。

議案第１０９号平成２９年度男鹿市上水道事業会計補正予算第２号について、支出

で６９０万と申し上げるところを６０９万と申し上げました。６９０万に訂正いたし
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ます。

○議長（三浦利通君） 以上で、本日の議事は終了いたしました。

休会の件

○議長（三浦利通君） お諮りいたします。明日５日は議事の都合により休会いたした

いと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（三浦利通君） ご異議なしと認めます。よって明日５日は議事の都合により休

会とし、１２月６日午前１０時より本会議を再開し、市政に対する一般質問を行うこ

とにいたします。

本日は、これにて散会いたします。

御苦労さまでした。

午前１０時２８分 散 会
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